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6　従大坂至三田尻海上絵図　　
寛政13年（1801）2月
紙本着色
1 帖

（表紙）27.5×16.0　540-33

防府三田尻から大坂までの瀬戸内航路を描いたもの。描写範囲は豊前・豊後・周防・安芸・備後・備中・
備前・播磨・摂津・河内・和泉・紀伊。伊予・讃岐・阿波国に及び、各藩主名と居城、石高が記され
ている。内容から見て、長州藩主の参勤交代時の航路を描いたものとみられる。裏表紙に「寛政十三
年辛酉二月写之　内藤氏蔵」の墨書があり、巻首に関防印「内藤氏印」がある。

巻首　大坂周辺

巻尾　三田尻周辺
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7　宮
みやの

洲
す

塩田図
文化年間（1804〜1818）頃
紙本着色
187.0×143.0　　540-65　

宮洲は、都濃郡豊井村（現・下松市）のうち、瀬戸内海へ向かって砂州が伸びた一帯で、対岸に笠戸
島が位置する風光明媚な地である。江戸中期には、大規模な塩田開発が行われ、開発と経営を手掛け
た宮洲屋（磯部家）は、当時、全国長者番付に周防国で唯一載った豪商であった。

本図は、その宮洲一帯を描いたもので、磯部家の所有する塩田と田畠の区画毎の面積と石高が記され、
同家の別邸「覧海軒」も見える。「覧海軒図」（当館蔵）には、二階から海や塩田を眺める人々や、塩田で
塩づくりに従事する人々などの姿が克明に描かれている。

本図の詳細は、小山良昌「新収蔵資料紹介『旧豊井村磯部家資料』」（『山口県立山口博物館研究報告』
第17号、1991）を参照。また、「下松市郷土資料・文化遺産デジタルアーカイブ」で高画質画像データ
が公開されている。

覧海軒周辺拡大

覧海軒図
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8　文政時代山口古図
江戸時代後期
紙本着色
1 幅
82.5×115.5（123.5×125.0）　540-4　

山口盆地内の藩施設と寺社、町名、小路名などを記したもの。東は木戸山峠や恋路村周辺から西は
吉敷毛利家屋敷周辺まで。北は萩往還の一の坂周辺から南は陶垰や勝坂垰までを含んでいる。

外題箋に「文政時代山口古図」とあるが、製作年・作者の記入はない。文久3年（1863）以降、萩か
らの藩庁移転に伴い新たな政治拠点となった山口御屋形、山口明倫館などの藩施設は描かれておらず、
文政時代の確証はないが、その頃の山口の様子を描いた図とみてよい。

山口御茶屋周辺拡大
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9　御両国明細絵図
（天保12年（1841））
紙本着色
11枚　袋共
540-24

郡境で切り抜かれた不定型の防長12郡図（全11枚。阿武郡・見島郡で1枚）で構成され、接続すると1
枚の防長全図となる仕様である。国境は黒の二重線、郡境は黒の一重線、村境は白の破線で示される。
郡名・村名・小字名が四角あるいは小判型の枠内に記され、村名以下は宰判・支藩領別に色分けされる。
描写範囲は、筑前・豊前・安芸・石見国境周辺までで、各々隣接する他国の村名が記されている。街
道は朱線で、町や集落の集まりは黒丸で示されている。また、一里塚が集落よりもやや大きめの黒丸
で街道の両脇に示されている。ちなみに、実際の防長の一里塚は街道の片方に置かれていた。

作製者は様式等からみて萩藩絵図方であり、「防長両国郡別絵図（写）」（袋入絵図20〜27、山口県文
書館蔵）の原本とみられる。

※図版の「全体接合図」は合成写真。

全体接合図

阿武郡 吉敷郡　山口部分拡大
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10　萩城下町絵図
幕末期、嘉永2年（1849）以降 
紙本着色 
2曲1隻 
157.5×173.0　　540-28　 

長州藩の城下町萩は、阿武川の分流、松本川と橋本川に囲まれた三角州上に位置する。 図の左上に
城地の指月山が、中央に嘉永 2  年（1849）に拡張移転した藩校明倫館が見える。右上には、安政 2 年

（1855）4 月に開通した姥倉運河が描かれている。田畠や社寺地、屋敷地などが色分けされ、藩士の居
住地も細かに記されるなど、幕末期の萩城下の様子がよくうかがえる。
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11　山口御屋形図　其一・其二（写）
幕末期
紙本着色
2 幅　箱共

（敷地平面図）93.0×79.0／（建家平面図）79.0×102.0　　540-17　

慶応 2 年（1866）5 月、長州藩の新たな政治拠点となる山口新御屋形が落成し、藩主毛利敬親が入居
した。表向きは「御屋形」と称したが、実際は、背後の香山と一露山を天然の要害とし、周囲に堀と
土塁を配した洋式城郭であった。

図面は、「其一　敷地平面」と「其二　建家平面」で構成される。敷地全面図は方眼入りの実測図で、
建物、土塁、堀などの各種構造物の大きさを知ることができる。建物平面図には、各部屋の名称や間取り、
役職の配置が記され、機能別に色分けされている。建物の左下半分が、玄関・式台・大広間・大書院
などのいわゆる「表」部分。中央が台所周りで、右上半分が「裏」（奥）になっている。

本図の納箱の蓋表に、「昭和十一年十一月皇政復古七十年記念事業ニ関シ公爵毛利家ニ申出デ本図
ノ寄贈ヲ受ケ装潢ス」と記されている。本図は、「山口御屋形差図」（山口県文書館蔵、毛利家文庫・
絵図545・546）の控図もしくは写図とみられる。

ちなみに、維新後の山口御屋形は、山口藩庁舎・山口県庁舎として、大正 5 年（1916）の新庁舎建設（重
要文化財「旧山口県庁舎」）まで使用された。現在も堀や土塁、石垣の一部、本門（県指定有形文化財「旧
山口藩庁門」）などの遺構が残っている。

其一　敷地平面図

其二　建家平面図
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12　佐波郡三田尻宰判地面図
細田直行
慶応 4 年（1868）6 月
紙本着色
1 幅 
130.5×76.7（158.0×82.0）　540-7　

ケバ図法で描かれた近代的測量地図で、山口県文書館蔵の2点（袋入絵図129・130）と同種のもので
ある。

年記の下にある落款印から、作製者は細田直行（孫七郎）と判明する。細田は、幕末～明治初期に小
郡や防府方面で測量師として活動していたとみられる人物で、「吉敷郡小郡宰判地面之図」（毛利家文庫・
絵図331、山口県文書館蔵）、「山口宰判地面図」（袋入絵図142）、「小郡絵図」（袋入絵図187）、「小郡宰
判全図」（林家文書、山口大学総合図書館蔵）ほか数点の作品が残っている。細田の作品については『描
かれた小郡－小郡宰判絵図にみる幕末の風景－』（山口市小郡文化資料館、2015）を参照。

凡例部分拡大
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13　山口古図（写）　
山口県立教育博物館
大正 6 年（1917）7 月
紙本着色
1 幅　　　
113.6×107.6（153.0×115.6）　540-5

「山口古図」は、大内氏時代における山口の状況を描いた絵図としてよく知られている。この絵図
は、フランス人ビリオン神父と深い関わりを持っている。明治22年（1889）、天主教教会の牧師として
山口で布教にあたっていたビリオン神父は、山口におけるザビエルの布教関係遺跡の究明に熱心に取
り組んでいた。なかでも、神父が是が非でもつかみたかったのは、ザビエルが大内義隆から与えられ
た大道寺の所在場所であった。だが、懸命の努力にも関わらず、遺跡解明は思うように進展しなかった。
ところが、数年後、神父はついに大道寺が記された一枚の絵図を発見したのである。この発見時期は、
明治26年（1893）頃のことという。神父は、本図に記載された大道寺跡に記念碑の建設を発願し、大正
15年（1926）10月に完成させている（サビエル記念公園、山口市金古曽町）。

この発見の経緯に関しては諸説あるようで、それらを大筋でまとめると、発見された絵図は山口の
旧家安部家の旧蔵品で、県庁の図面掛に依頼して写本を作製し、それを歴史学者の近藤清石に見せた
ことになっているが、確かなところはわからない。また、肝心の発見された原図の、その後について
はまったく触れられておらず、現在も所在不明である。写図よりも原図が重要なことは言うまでもな
いことであり、歴史的な発見であれば、尚更のこと原図が大切に保管される、あるいは何らかの所在
情報が伝わっていて然るべきであろう。

上記の経緯はともかく、このような主題図的なものが大内氏時代に作製されたとは考えにくい。また、
近世以降の情報が含まれており、内容に矛盾があることを川副博氏と御薗生翁甫氏が指摘している（『山
口県地方史研究』第 6 号・1961、『同』第 7 号、1972）。さらに、この絵図の存在は近藤清石も承知し
ていたようであるが、大内氏研究の第一人者であった近藤が、この絵図に関して著作も含めて全く言
及していないことが、その評価を端的に表していよう。推察の域を出ないが、江戸時代後期もしくは
幕末～明治初期の山口町図を基にして、明治期に大内氏関係の史跡等を記入・加筆したものとみるの
が妥当と考えられる。  

なお、「山口古図」は、本図のほかに山口県文書館に 3 点（毛利家文庫・絵図319、軸物史料218・
219）が所蔵されている。本図はこのうちの軸物史料218の模写とみられる。

上記の文書館所蔵資料のうち、毛利家文庫・絵図319は識語に「明治30年12月」の年紀と「毛利家
用達所山口出張所所蔵」の書き込みがあり、現存する山口古図の中で作製年が明らかなものとしては
最も古い。また、軸物史料218は、明治42年（1909）3 月25日付けで県立山口図書館が「購入生産」した
ものとみられる。軸物史料219は、大正12年（1923）9 月15日付けで同館が「生産」したものである。

もう一つの肝心であるビリオン神父所蔵の「山口古図」については、長富雅二編『ザベリオと山口』
（1923）に図版（部分）が掲載されているが、これも所在不明となっている。いずれにしても「山口古図」
に関しては不明な点が多く、利用に際しては成立事情等を十分に踏まえておく必要がある。

ちなみに、「山口古図」の復刻版は、『大内時代山口古図』（マツノ書店、1974）、『山口市史「史料編」
大内文化』附図（山口市、2010）がある（いずれも底本は軸物史料218）。大道寺跡については、山口県埋
蔵文化財調査報告第186集『平成10年度重要遺跡確認緊急調査報告書　大道寺跡』（山口県埋蔵文化財セ
ンター、1999）を参照。
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「山口古図」（軸物史料218、山口県文書館蔵）大道寺部分



−76−

〔山口博物館研究報告山　田　　　稔

14　長藩移鎮当時山口地図
山口県立教育博物館
大正 6 年（1917）7 月
紙本着色
1 幅
88.8×108.5（153.0×137.5） 　540-20 

 大正6年（1917）時点の山口町図に、幕末維新期の諸施設や出来事を落とし込んだ史跡地図である。
長州藩各支藩の屋敷や幕末の志士たちの居宅などの具体的な位置・範囲を確認する上で有効な資料と
なっている。

なお、同様の史跡地図に『皇政復古70年記念山口史蹟図』（山口市、1936）があり、これらと「幕末
山口市街図」（袋入絵図178、山口県文書館蔵）を比較・照合することで幕末～明治初期の藩都山口の状
況を知ることができる。

亀山周辺拡大


